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岐阜県豚コレラ発生農場(6例目)に係る疫学調査チームの調査概要が公表 
以下農林水産省の通知より抜粋 

現地調査結果の概要 

①衛生管理区域内に居住していた外国人技能実習生の衛生管理区域専用の衣服 

及び靴の履き替え、着替え等が徹底されていなかったこと 

②豚舎に入る際に手袋及び豚舎毎の衣服を着用していなかったこと 

③豚舎専用の長靴等の洗浄が不十分だったこと 

④野良猫が豚舎内外を出入りし、猫のよる子豚や胎盤等の食べ痕があったこと 

 

これまでの発生農場での疫学調査チームの調査結果 
 

1例目 580頭飼養一貫経営 

・農場に柵はなく、豚房のの一部は外壁に接しており、イノシシと接触可能 

・長靴や踏込消毒槽は、排水設備がないため、水道使用の節約から徹底に疑問 

・死亡個体をたい肥置場に放置 

  

 

2例目 岐阜市畜産センター公園 

・感染いのししが確認されていたエリアで飼養された重機を洗浄・消毒なく農場で使用 

• 豚舎専用の専用長靴や衣服の交換が行われていない 

• 周辺公園にある野外バーベキュー場にあるゴミ置き場は野生動物と接触可能 

 

 

3例目 岐阜県畜産研究所 

• 同施設の関連施設は、多くの感染いのししが確認されている大洞地区内にあり、人 

や車両の行き来も確認されている 

• 豚舎内で野生動物の糞便やペリットを確認 

 

 

4例目 いのしし 

• 飼養エリアは屋外で野鳥等の侵入が可能 

• １日１回の給餌と健康観察以外、特段の清掃等は実施していない 

• 給与飼料は周辺の畑作農家の野菜くずを洗浄されないまま給与 

• 飼養管理者は、野生いのししの捕獲調査の業務に従事 
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5例目 農業大学校 

・豚舎周辺に電柵設置、24時間通電。衛生管理区域全体をスチールメッシュで覆う 

工事を実施中 

• 敷地内で小動物の糞を確認 

 

以上の疫学調査結果を踏まえ、飼養衛生管理基準の再徹底をお願いします 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪豚コレラ≫ 
感染豚は41度以上の発熱と食欲不振や、うずくまりといった症状に加えて、発熱時には血液中にウイル

スが出現し、白血球減少症を起こす。 

急性では、運動失調、後躯麻痺等の神経症状が現れ、数日から2週間で死亡する。慢性では一旦回復する

が再び発熱、食欲不振となり、削痩し1カ月から数ヶ月で死亡する。 

（出典）国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構動物衛生研究部門 
日本では家畜伝染病予防法で家畜伝染病に指定しており、平成４年の発生を最後に平成19年４月に清浄

化し、平成27年５月にはOIEより豚コレラ清浄国の認定を受けています。 

豚コレラは豚、いのししの病気であり、人に感染することはありません。また、感染豚の肉が市場に出回

ることはありません。 

 

 

 

 

（出典）国立研究開発法人 

農業・食品産業技術総合研究機構 

動物衛生研究部門 

万一、豚コレラを疑うような症状を見つけた時は、中央家畜保健衛生所までご連絡ください！ 

中央家畜保健衛生所 ０２３－６８６－４４１０（休日・夜間共通） 

飼養管理に携わる

者は出来るだけ限

定し消毒や作業手

順について定期的

に教育や訓練を行

いましょう 

飼養管理について講習会風景 

 


